
第43 回 大会〕

D 95 身体寸法と被服寸法に関する意識

一静岡県の1 9 歳から2  1 歳の男女についてー

静岡大教育　大村知子　　○渡漫敬子　　美子 Ｈ ill

被　服　173

目的　 被服 が身体に適合し。 生活活動を妨げず生 理機能を保持するというこ とは、 着心

地の良さの重要な条 件の一つであ ると考える。 今日、 被服調達方法は、 既製衣料の利 用が

大半であ る。 着用者は自己 の身体寸法や体型に適合する被服を選択すること が重要であ る。

し かし、 現在。 正確で 系統 だった 情報 を得る機会は少ない。 本研究は、20 歳前後の男女 が、

自己の身体寸法 や体型について把握している程度や被服寸法に関 して知 識を得てい る様相

を把握し、 消費者教育や男女共学 の家庭 科で の家庭生活領域・ 被服領域での取扱い につい

て検討する資料 を得る目的で調査を行った。

方法　 調査は、19  9 0年７月 から９月に かけて、 静岡県内に在住する19 歳 から21 歳 の男女

1 8 7名を対象に、 アンケート形式 による質問紙調査と身体計測を実施し た。 質 問紙調 査の

調査項 目は、 自己の身体寸法に関する認胤　 被服寸法に関す る認 識と被服 の身 体への適合

に関す る意識について の計46 項目である。 身体計測調査は 工業技術院 体格調査の方法 に基

づき。 男子52 項目、 女子55 項目について。 マルチン式 計測 器など を用いて 計測 を実施した。

それらの資 料を用いて、 基本集計、 クロ ス集計等により分析を試みた。

結果　 自己の身長・体重につ いて正しく把 握できてい る者は。 身長 が9 0%, 体重 が82%

であっ た。 胸囲・胴 囲･ 腰m  ■サイズの号数・体型・ブラジャーのカップ サイズについて

は。 知らない者や計測値と自己の認識する寸 法と の差 が大きい者 が目立った。 また、 既製

衣料は身 体のいず れかの部位において、 適合しないという認識を持つも のが。 多 ＜存在す

る。 し かし、 実測値とサイズ規格との照合をした結果･。 不 適合 の者は僅 かであった。

D 96 高齢者のゲート ボールウェ アについて

東京学芸大教育　　 ○根本佳子　 鳴海多恵子

目的　 ゲート ボールは高齢者層を中心として全国的に普及しているスポーツである。高齢

者にとってゲート ボールは社交の場でもあり、健康のため、また稀薄になりがちな社会活

動機会の形成のためにも意義ある活動である。スポーツウェ アにファッション性が要求さ

れる時代のなかで、本研究ではおしゃれが自己高揚をうながす一面を持ち 、また 、世代間

の交 流の機会を与えることから、高齢者層のゲート ボールウェ アの現状および意識につい

て調査を行い、このスポーツをより明るく、広い世代にわたる交際の場として発展させる

ことを目的として、今後のゲート ボールウェ アの方向性をmm した。

左法　 多摩地 区m 辺のゲート ボール大会会場において、プレー中のウェ アの観察及び 聞き

取り調査とアンケート 調査を行い、現状把握とゲート ボールウェ アに対する関心や要求等

について主に クロス集計を中心として分析し 、男女別、世代別に比較を試みた。

結果　 ゲート ボール大会では、トレーニングウェ アまたはポロシャツとスラックスの組み

合わせによる着用が多く 、色は白を基m とし、男女差(Hi とんど見られなかった. アンケ

ート 結果では 、日焼け防止などの実用的機能性に対する要求のに、おし呻れ願望も高く 、

おしゃれをするのは楽しい、とする者が8 割を越えたが、新しいもの、派手なものを着用

しよ うとする意識・意欲は加齢とと もに低下し 、8  0 代においては特に地味なものを着る

べきと考える者が多かった。おしゃれ意m には男女差も見られ 、ゲート ボールに対し高い

スポーツ意識を持つ男性にお いてはスポーツウェ アとして新しいもの、派手なものを求め

る傾向にあり 、女性は普段のおしゃれの延長としてウェ アをとらえていることがわかった。


